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研究背景 
• 中国は改革開放以降、高度経済成長に伴い、エネルギー需要が急増。201?年から

中国は世界最大のエネルギー消費国になったと共に、最大のエネルギー輸入国にも

なり、それに伴う気候変動、汚染、エネルギー安全保障問題も益々顕著になっている。 



文献を振り返る 
• 中国のエネルギー需要はこれまで政府、企業及び学術会  

が注目し続けてきた対象。国内外の多くの著名な研究機関
が定期的に中国のエネルギー需要予測を公表。 

• 経済学会の中国エネルギー需要予測に対する模索も大変
多く、特に2000年以降増加。大多数の研究が計量時系列
分析、例えばベクトル誤差修正モデル(vector error 
correction model【Chan and Lee, 1997; Lin, 2003; Lee and 
Chang, 2008】）, ベクトル自己回帰(vector autoregression 
【Crompton and Wu, 2005】), 共和分分析、及びグレンジャ
ー因果性分析 【Soytas and Sari, 2006, Zou and Chau, 
2006】を採用。他には動学的OLS【Masih and Masih, 1996】, 
エネルギー平行モデル【Adams and Shachmurove, 2007】及
び空間計量法ベクトル【Cattaneo et al., 2011】がある。 

• 殆どの人が中国のエネルギー消費がこれほど増えると予
測していなかったことは、非常に興味深い現象。 



2000年以前の予測：概ね低い見積もり 

2000～2020年における中国のエネルギー需要に対する各機関の予測→概ね低い見積もり 



文献を振り返る 

一部学者の予測結果→低い見積もり 



• 収入レベル、価格、及び人口などの変数を
用いた中国エネルギー需要の解釈と予測を
除き、多くの学者が産業構造、都市化段階、
金融発展の程度等の変数でモデル解釈力
向上を試みた。しかし、我々は既存の研究の
産業構造、特にエネルギー高消費産業がエ
ネルギー消費に与える影響への注目度が低
過ぎると考えている。 

 



1994～2012年におけるエネルギー高消費業界のエネルギー消費量の対総量比 
 

 
 



 2003～2011年における電力消費及び鉄鋼生産量伸び率 



• 中国政府はエネルギ
ー消費総量に対する
規制を開始。 

• 如何にこの政策目標
を達成するかが、大
変重要な政策問題。 

  －エネルギー高消費業界がカギ。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国務院発表の最新《エネルギー発展戦略行動計画（2014－2020年）》（国弁発〔2014〕31号）節約をエネルギー発展の優先戦略とし、2020年までに1次エネルギー消費総量を48億トン前後（標準石炭換算）に抑える。




• 本文の研究目標は以下の2点： 

  －エネルギー需要の予測。 

  －予測モデルにより、エネルギー高消費産業を如何に 

        抑制すれば、中国のエネルギー消費総量抑制目標 

        を達成できるかを分析。 

• 研究方法： 

    －まず、省1級エネルギー高消費産業の発展データとエ 

       ネルギー消費データにより、エネルギー需要予測モ 

       デルを構築。 

    －算出された係数及び異なる状況下でのGDP及びエネ 

       ルギー高消費産業成長経路の仮説から、今後のエネ 

       ルギー需要を予測。 

 

 



モデル紹介 

各省1人あたりのエネルギー消費量、 

他の解釈変数。 

各省1人当たりGDP、 

iは各省、tは年を示す。 

における変数には6大エネルギー高消費業界の 

代表的製品の1人当たり生産量が含まれ、粗鋼生産量(steel)、セメント生産
量(cement)、発電量(electricity)、コークス生産量(coke)、非鉄金属10種の生
産量(metal)、農薬生産量(pesticide)が含まれる。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明必要事項：価格が加えられていないのは、中国がエネルギー価格を管理制御し、各省間の価格差が大きくないため。




データ源 
• エネルギー高消費業界は統計局の定義を採用、化学原料

及び化学製品製造業、非金属鉱物製品業、鉄金属精錬及び

圧延加工業、非鉄金属精錬及び圧延加工業、石油加工コー

クス製造及び核燃料加工業、電力・熱力生産及び供給業の

各業界を指す。 

• 本文では、1995～2011年における中国29省、自治区及び直轄市(チベット、海南

を除く)のエネルギー消費量データと1人当たりGDP及び各エネルギー高消費産

業生産量データを抜粋。 

• エネルギー消費量データは、各年の『中国エネルギー統計年鑑』から抜粋。 

• 1人当たりGDP及び各エネルギー高消費業界の生産量データは各年の『中国統 

計年鑑』及び各省の統計年鑑から抜粋。 



各変数記述統計 
 



Drisc/Kraay standard errors in parentheses *** p<0.01, ** p<0.05, * p<0.1 

予測結果：固定効果モデル 



エネルギー需要転換点 



中国各省におけるエネルギーのクズネッツ曲線 

2011年における各省1人当たりGDP及びエネルギー消費量 



エネルギー需要予測：サンプル内誤差 



エネルギー需要予測－－2020年まで 

• 独立変数の仮説は非常に重要 

  -GDP：第18回党大会の報告は、2020年までにGD    

   P及び都市住民1人当たりの収入を2010年比で2  

   倍に、GDP平均成長率を7.5％に、2014～2020  

   年では6.8％にするよう提言。 

  -エネルギー高消費業界：歴史的に動向の変化が 

   大きい。また、業界毎に特徴が異なり、業界別に 

   発展動向を判断する必要あり。 

 



エネルギー高消費産業の歴史的動向 



基調：エネルギー高消費産業は拡張を継続 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
化学原料及び化学製品製造業、非金属鉱物製品業、鉄金属精錬及び圧延加工業、非鉄金属精錬及び圧延加工業、石油加工コークス製造及び核燃料加工業、電力・熱力生産及び供給業。



エネルギー需要総量の抑制 

• 2020年までにエネルギー消費総量を48億トンに
抑える目標の達成には、各エネルギー高消費
業界に対する産業抑制を行う必要あり。 

 



結論 

• エネルギー高消費産業の今後の発展経路は中国のエネル

ギー需要にとって大きな意義がある。2020年までに特別な措

置を講じず、過去5年のエネルギー消費に準ずると仮定する

と、エネルギー高消費産業のエネルギー消費量は64億トン

(標準石炭換算）となる見込み。 

• 中国のエネルギー消費総量抑制の責任は重く、道のりは遠

い。この目標達成には、エネルギー高消費産業の発展速度

抑制だけでなく、マイナス成長、規模削減が必要。 



政策提言 

• 産業のグレードアップと移転を引き続き推進し、エネルギー

高消費業界の発展を抑制する。 

• エネルギー高消費産業に対する様々な措置を講じる。 

  －旧式生産能力を引き続き淘汰し、残存量を削減する。 

  －既存の生産能力に対する技術改造を行い、効率を高める。 

  －環境保護基準、エネルギー消費基準等の引き上げにより、   

    業界参入条件を引き上げ、増加量を減らす。 

   －エネルギー高消費産業に対する輸出規制を行う。 
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